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➀教材の⽬的
対象‥⼩学校3年⽣社会科
・⼀般教養であるお茶の名産地を知る。
・産地から地理（⽇本地理）を学ぶ。
・緑茶⽣産→流通→販売の流れから⽇本の農業や流通を学ぶ。
・地元埼⽟県の緑茶である「狭⼭茶」を知る。
・社会科⾒学を⾏い、実際に体験する。



②教材のステップ
⑴⽇本地図を使って銘茶の産地の位置を知る。
⑵⼀般常識としての⽇本茶の知識を深める。
→農林⽔産省ホームページより
⑶狭⼭茶ができるまでを学ぶ。
→狭⼭市公式ホームページより
⑷⼊間市お茶の博物館から歴史や⽂化を感じる。
→事前学習：お茶の博物館ホームページより
→体験学習：実際に⼊間市博物館を⾒学する。



③具体的実践(1)
●緑茶⽣産地から⽇本地理にふれる●
・⽇本地図を⽤いて都道府県の位置を知る。
・⾃分たちの地域に有名なお茶があるのか探してみる。
・教養として⽇本茶の知識を獲得する。
参考：農林⽔産省ホームページより特集1緑茶
（https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1704/spe1_02.html）

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1704/spe1_02.html


④具体的実践(2)

●地域の名産品狭⼭茶について学ぶ●
※将来は地元埼⽟県で教師として就職しようと考えているため狭⼭茶を取り上げた。

・狭⼭茶の特⾊や品種を中⼼に埼⽟県の有名な特産品を知る。
・⽣産⼯程から⽇本の農業を⾒る。
参考：狭⼭市公式ホームページより観光・産業狭⼭茶
（https://www.city.sayama.saitama.jp/kankou/sayamacha/tya2.html）

https://www.city.sayama.saitama.jp/kankou/sayamacha/tya2.html


⑤具体的実践(3)
●実際に⾒て学ぶ●
※私⾃⾝が⼩学⽣の頃に社会科⾒学で訪れ、今でも覚えている。
・事前学習‥.インターネットで⽇本茶や狭⼭茶の歴史や⽂化を視覚で感じる。

班でテーマを決めて詳しく掘り下げていくこともよい。
参考：お茶の博物館ホームページ
(https://www.alit.city.iruma.saitama.jp/070/index.html）

・体験学習‥.⼊間市博物館常設展⽰室「茶の世界」を訪れて、五感で学ぶ。
参考：⼊間市博物館常設展⽰室ホームページ
(https://www.alit.city.iruma.saitama.jp/030/010/20200101201000.html)

https://www.alit.city.iruma.saitama.jp/070/index.html
https://www.alit.city.iruma.saitama.jp/030/010/20200101201000.html
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